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研究主題 「授業力向上シー トを活用 した授業改善」

一学科を越えて実施する教員の相互研鎭を通 して一

1研 究 の 目 的

平成16年 度 「東京 の教 育21」 研 究 開発 委員 会 工業 部 会で は 、確 かな学 力 をは ぐ くむ分

か る授 業 を展 開す る上 で、授 業力 向 上を 目指 す教 員 の相 互研 鎭 の重 要性 を指 摘 した。 本年 度

は こ の課題 を踏 ま え、学校 全体 で授業改 善 に取 り組 む た め に、 学科 を越 えて活 用 で き る授 業

力 向上 シー トの研 究 開発 を行 った 。 更に、 開発 した授 業 力 向上 シー トを用い て、教 員 の相 互

研 鎭 に よ る授 業改 善 に取 り組 ん だ 。

皿 研 究 の 方 法

,授 業 力 向上 シー トの 開発

授 業力 向上 シー トにつ い ては 、教 員 の相互研 鎭が 可能 な授 業技 術 の共通 項 目抽 出 を行 っ た。

更 に 、項 臼の検討 及 び シー ト形態 の工夫 を行 い、学 科 を越 えて使用 で きるよ う配慮 した。

数 多 く抽 出 され た授 業 技術 を共 通項 目ご とにグルー ピン グを行 い 、次 の4点 に集 約 した。

(1)学 習 指 導要領 及 び 自校 の教 育課程 にお け る授 業 の位 置 付 けの 明確化

着 眼 点:授 業者 の指 導案

(2)目 標 設 定の確認

着 眼 点=授 業 の導 入段 階 での 生徒 へ の説 明

(3)適 切 な教材 選 定

着 眼 点=現 状 の生 徒 の学 力 で理解 で きる教材

時 間 内で完 成で き る教材

(4)生 徒 の 実態 に応 じた説 明 方法 の工夫

着 眼 点=生 徒 の能 力 を引 き 出す発 問

説 明 の速 さと分 か りやす さ

生徒 を動 かす教 員 の熱 意

以 上の4点 を主要 な観 点 と して学 校の 実態 に即 した授 業 力 向 上 シー ト(図1)を 開発 した 。

2授 業研究を通 した授業力向上 シー トの果たす役割の楡証

本年度の開発委員5名 は、各学校で教員に授業参観 を呼びかけ授業を実施し、授業力向上

シー トを用いた授業後の研究協議を試みた。本資料集には全 日制課程と定時制課程の2つ の

実践事例を掲載 した。
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皿 研 究 の 内 容

1授 業 力向 上 シー トと学校 経 営 計画 の 関像

作 成 した授 業力 向上 シー トは項 目数 も少な く授 業実 施後 、教員 の相 互研 鎖の きうか け と し

て は 十分 活 用で きる とい う評価 を得 た。 同時 に 、教科 ・科 目が異 な り授 業 に対 す る 考え方 の

違 う教 員 が 、相 互研 鎮 を通 して 達成 す るた めの到 達 目標 と しては、 あ ま りに水 準 が低 い とい

う感 想 もい ただ いた。

そ こで 、 全教職 員が 共通 理解 してい る学校 経営 計画 に基 づ く目標 を到達 目標 と した。

学 校 経 営 計画 は、東京 都 の教 育 目標 に基づ き、 生徒 や保 護者 の要望 、学 校の施 設 ・設備 、

生 徒 の構 成 、地域 の要 望 な ど様 々 な要 因 を考 慮 して 、校長 が学校 の進 むべ き方 向 を示 した 計

画 で あ る。教員 は、学校経 営 計 画実現 に向 け授 業等 を実 施 す る こ とは理解 してい る。しか し、

目標 実現 に向 けた学校 組織 と して の共通 実践 につ い ては 十分 で はな い ところが あ る。

授 業 を柱 と した教員 の相 互研 鎖 を通 して、教 員 が 自ら意 識 を変 え、 組織 的な対応 が で きる

教員 に成 長 して い く ことが 重要 で あ る。

2研 究内容の特色

そこで、校長が示 した数値等の目標達成を意識 して指導案を作成させ、それに基づき十分

な教材研究と授業準備を行い、指導方法を工夫しなが ら、数値目標等に近づける努力をさせ

た.

授業力向上シー トと学校経営計画の関係を意識しながら実施した授業が、それを参観 した

教員に学校経営への参画意識を芽生えさせることが本研究内容の特色である。

授 業 力 向 上 シ ー ト{厘 掌 用)
()月(〉 日 《)曙 臥()時 間 目

章斗日名 く)書 旨繭畦費1駒()先 生

このシー トは、投巣 力 Φ向上 巻 副 向とし敦員 Φ柑互研 讃用に糟 用 きれ 葛ものであ 番.

ヤ ・一 ト1E

寓 」三ゐ、ら 日●■庁1面 り に 進 行 † る 。

大 き い 方 か ら 評 儀 ψ3・2・1の 円 遊 示 す.
省」割町目 の ロ自路隈と 繍 当 酷甲イ旨Φ 破 亀薩F弓のf邑 引r,壱…・「e塗 りr⊃ ぶ † 。
暗与謂十画 り に 縞rr結 ぶ ・

レ ー ダ ー デ ヤ ー ト

憲 一」㍉

工 一一

②理解農'1欝 鑑離 舞しながら1

q岸 習 駐釧臨

日已町-Lあ ゐか

1賀 馨ξ歪離 舞'ス キルに1

1図 ・ 騒 した授業加 上 シー ト1
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N授 業 実 践 事 例

[事例11授 業 力 向上 シー トを活用Lた 指 導事例(A工 桑 高校 ・全 日制課程)

科 目名 「情 報 技術 基礎 」

単 元名 「論理 回路 の 基礎 」

1単 元 の 目標

(1)学 習 指 導要領 にお け る情 報技術 基礎 の 目標

社 会 にお け る情 報化 の進 展 と情報 の意義 や 役割 を理 解 させ る と ともに 、情報技 術 に関す

る基 礎 的 な知識 と技 術 を習得 させ 情 報及 び情報 手段 を活用 す る能力 と態 度 を育 て る。

(2)学 校 経 営計 画(抜 粋)

「ア ドバ ンス トテ クニカルハ イ ス クール構 想 」にお け るテ クニカル 型の 工業 高校 と して 、

高 度 な技 術 ・技 能教 育 を 目指す と ともに資格 取得 を奨励 し、地 域密着型 の 教育活 動 の交流 、

工 業 実 習、 設備 ・施設 の拠 点校 及 び他 校 のモデ ル とな る教 育活 動 を推進 し、都 立工業 高 等

学 校 の 中 におい て確 固た る立場 を示 す組 織 体 ・学校 を創 る。

① 今 年 度 の取組 目標

・生徒 の 実態 に即 し、教 科 ・科 目を精選 し、基礎 基 本 を重視 した学 習 内容 とす る.

・国語 、数 学 、情報 技術 基礎 の習熟 度別 学 習 を充実 させ 、 きめ細 かい 、分か る授 業 を行

い 、基礎 学 力 を身 に付 け させ る。

② 教 育活 動 の重 点 目標

・基礎 基本 の徹 底 を図 り、実 験 ・実 習へ の積極 的 な取組 を通 して 、生徒 に 自己の 目標 を

実 現 させ る。

・生徒 には 、卒業 まで に3以 上 の資 格 を取得 させ る。

(3)工 業科 の取組

ア ドバ ンス トテ クニカル ハ イス クール 構想 で は、本 校 はテ クニ カル型 に位 置 し、基礎 基

本 を重視 しな が ら、 よ り多 くの資格 ・検 定 を生徒 に チ ャ レン ジさせ る機 会 を設定す る と と

もに、多様 な進 路形 態 に対応 で きる教 育課 程 の整備 を行 ってい る、本校 の総 合技術 科 で は 、

1年 次 に 工業 の基 礎基 本 を習 得 し、2年 次 か ら進 路希 望 等 に応 じて類型 別に 学習 を進 め る

教 育課 程 を実 施 してい る。す な わ ち、各 類型 に分 かれ る際 に必要 とされ る知識 や 技能 は 異

な る。 そ こで 、類 型 ごとに必 要 とされ る内容 を精 選 し、 学校 経営 計画 実現 に向 けて 情報 技

術 基 礎 の授 業 を実 施す る。(下 図 参照)

一

ソフ トウェアの基礎…レポー ト記述やデータ集計などに活用できる、

バー一ドウェアの基礎…制御類型などで論理回路や演算の習得が必要。

一

プログラミングの基礎…アルゴリズムや言語学習は情報類型で必要になる。

ハー ドウェアの基礎……電子類型、情報類型全般でその内容の習得が必要。

マルチメディア・通信・制御……電気系類型全般でその内容那必要。
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2学 校経営計画 を踏 まえたr情 銀検術甚礎」の学習活動について
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主にソフトウェア技 術 主 に'トドウェァ技術

計 算 技 術 検 定 取 得 四則 ・集 計 ・実 務

ワープロ基本技術

の習得

ワー プ ロ応 用 技術

の 『得

表計算基本技術の

習得

表計算応用技術の

2進 ・10進 ・16進 数

の 変 換 、 計 算

基 本 論 理 回 路 く
・

論 理 式 ・真 理 値 ・タ仏チャート

応用論理回賂

論理 式 ・真理 値 ・舛ムチャート

コンピ ュータの 役割 及 び構 成

と基本 動

フ ロ ー チ ャ ー ト ・アル ゴ リズ ム 及 び プ ロ グ ラ ミ ン グ技 術

曇 ■5■ ■ ■ ●■ ■● ■ ■ ■■5■ ● ■ ■ 圃 ● ■ 巳 ■ ■ ■● ■

・情報 技術 検 定2・3級 取得 を 目標 とす る。 同時 に情報

全般 の知 識や デー タ 計、 な どの学 を深 め る。

・2年 電気 実 験 、3年 電子 情報 類型 学習 、

3年 制御 類 型 学習

・計算 技術 検 定4級 取得 を 目標 とす る。

・動機 付 け と しての の 定 試験 であ る.

哩■●響 ■暫■,

・情報 利 用技 術検 定2級 取得 を 目標 とす る。 同時 にデー

タ 計 、 析 な どの学 習 を深 め る。

匝
●■層巳■9●6圏●■●●■■

■

.

■

■

,

■

巳
'

・日本 語 ワ ー プ ロ検 定3・4級 取 得 を 目標 とす る 。 同 時

に 報 告 書 、 通 信 文 の 書 き 方 、 基 本 的 な コンピ ュータ操 作 、

OSの 琿 解tee

●

関
連
項
目
及
び
目
標

■

■9■ ● ● ■ 置 ● ■ ■ ■ 幽 ■ ■ ■ ■ ■t自 幽 幽 ■ ■ 幽 ● 幽囑

…学校経営計画の具現化i
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3本 時の指導案

学習事項 学習活動 指導の留意点 本時の評価規摯 と

の関連

論 理回 路に

つい て

論理 式で表 され る式 を回路 と して実

現 、実行 させ る。

論理 回路 をで き るだけ乎易に

伝 え、考 え方 を理解 させ る。
ア イ ウ 工

導
入
(10分)

どの よ うな式に基づいて回躍があ る

のか説明す る.

また、表 現方法 と して機械 系

や その他 広 く使 われてい る こ

①

②

① ①

とを説 明する。

楽 情報技術系の資格取得へ

の興 味 ・関心 を高め る。

3つ の基本 基本 である、AND、OR、NOT す ぐに理解できる生徒と理解 ① ① ① ②
論理回路に 回路 につい て、論 理式 ・真理 値表 ・ で きない 生徒 がい るの で、表 ② ② ②
っ いて タイ ムチャー トと連動 させなが ら理 を基 に、 丁寧 に説 明す る必要 ③

展
開

(30分} 解 させ る。 が ある.

す ぐに理解 で きない生徒 と理

解できた生徒が教えあ う場面

が でき る よ う机 聞指導 しなが

ら促 す 。

巌 国家試験の例題演習

ま 論理回路を 論理回 路を学 習す る ことによ り、 コ プ リン ト類 を使 わず板書 を ノ ① ① ② ②

と 学習 して ン ピュータの内部 構造の考え方や制 一 トに 写 させ る。 ② ② ③ ③
め
(10分) 御で の考 え方 につ ながる ことを理解 基本 であ る回路 を暗記 できる ③ ③

させ る。 よ うに時間を設 けてい る。

4本 時における評価規準

ア関心 ・意欲 ・想度 イ思考 ・判断 ウ技 能・表現 工知職 ・理解

論理回路について 基本的な授業態度

① 教 えあ う姿勢 を

評価

楽生徒観察

0と1し か な い 数

の 世 界 を思 考 で き

てい るか①

巌生徒観察

・論 理 式 が で き るか

①

楽生徒観 察

電気信 号な どの 例

を元 に理解 してい

るか①

楽生徒観察

3つ の 基 本 論 理 回

路 につい て

板 書 を書 き 写す 際

に 理 解 しよ うと し

てい るか②

楽生徒観察

表 をも とに関係 を

理解 し判断 でき る

か②

来生徒観察

相 互 の 関 係 を声 に

出 して言 えるか②

{理 解 し、自信があ

れ ば 自然 に 声が で

るはずで ある)

燕発問

自 ら 出 力信 号 を 答

え る こ とが で き る

か②

楽巡 回 して確 認

論理 回路 を学習 し

て

他 の分野 での応 用

例な どに関心 をも

つ③

楽生徒観察

ビッ トな ど、よく聞

かれ る単位だが 、そ

の 内容 を 理 解 し本

時 の 内 容 との 関 連

を判断 できるか③

楽生 徒観察

回 路 の 信 号 の流 れ

と式 が 連動 して い

る か③

(自 ら授 業 に 関 わ

る姿 勢 が 見 られ れ

ば 声 が で るは ず で

あ る)

※例題 回答

コン ピ ュー タ と い

って も、授 業で学 ん

だ 単 純 な回 路 の 組

合 せ で 動 い て い る

ことを理解す る③

また 、コン ピュー タ

だ け に 限 っ た 考 え

方 で は な い こ と を

理解す る③

楽生徒観察
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5結 果 と考 察

開 発 した 授 業力 向上 シー トを校 内の教 員 に配布 して 、授 業参観 時 に記 入 を求 めた結 果 、 以

下 に示 す デー タを得 た。

評 定(4段 階)

評 価 項 目
1;14

131211

;1=馳,

① 目標に対 して十分な導入であったか 6 10 1 0

② 教材に対する学習者の興味はどうだったか 7 9 0

③ 理解度を確認 しながら話を進めたか 6

ユ

6羅 ・

o④ 学習段階に応 じた配列であるか 7 10 0

⑤ 習 得 す べ き知識 ・ス キル に見 合 った内容 か 6 7

丹,

4 0

⑥ 授業の展開が適切であったか 7 9 1 0

⑦ 生徒の質問事項に的確に答えていたか 4 11 o

⑧ 達成度を測定する機会があるか 4

2
… 凱'呂　

5難 灘o

o⑨ 話 し方や板書などが適切であったか 9 8 0

⑩ ね らいが達成されていたか 7 9 1 0

※ 網 か けは 、下 に説

明 を加 えた。

※ 授 業 力 向 上 シ ー

トの回収 数 は17

枚 で あ る。

授 業 参 観 教 員 の感 想(抜 粋)

・ 一 方通行 の授 業で はな く、生徒一人一 人をよ く見て(質 問 して)対 応 している。

・ 輪 理回路 の説 明を 日常生活の具体的な例 を挙 げてイ メージで きるよ う工 夫 してあ り良い。

・ 重 要な項 目を区切 りがいい ところで再度確認 し、 ノー トの取 り方 を指示す るな ど、生徒への配慮が 見 られた。

・ 真 理値表 の説 明AND回 路の説明は最初 か ら掛け算 と教え 、数問演習 させ たほ うが効果的で はない か と思 う。

・ 教 科書 と対比 させて指導 した ほ うが良 い と思 う。

・ 評 価項 目について検討 してはど うか。

教員 の意 見 を分析 す る と、1つ の授 業 に対 して 、教 員 が それ ぞれ 違 う角 度 か ら異な る見 方

を して い るの が分 か る。 評定"2"の 評価 項 目が 多 い もの と して、③ 理解度 を確認 しなが ら

話 を進 めた か 、⑧ 達成度 を測 定す る機 会 が あ った か 、 とい う項 目が あげ られ る。 これ は多 く

の教 員 が 、「自分 だ った らこの よ うに話 しを進 め る」、「指 導す る内容 を更 に精選 して授 業内 容

を吟 味す る」 な ど 自己の授 業 に置 き換 えて評 価 して い るた めで はな いか と考 え られ る。 授 業

力 向上 シー トを活用 した事 後 の研 究 協議 で は以下 の 点 が協議 の 中心 となった。

(1)授 業 を参 観 し、授 業力 向上 シー トに列 記 され た項 目に従 い 、授 業評価 を行 うこ とで 、参

観 教 員 が 自らの授業 改善 を図 るき っか け にな った。

(2>評 価 項 目作成 に当た って は 、学校 経 営 計画等 に示 され た 目標 等 を授 業者 が意 図的 、計 画

的 に指 導 に生 か してい るか 、生徒 の 実態 に応 じた指 導 内容 や指 導方 法 が 工夫 され てい る

か 、 な どの質 問項 目を取 り入 れ るこ とで 、授 業力 向上 シー トは、授 業者 にも参観 教 員 に

も、授 業 を振 り返 り授 業 改善 へ の意欲 を高 め る効果 が あ る。

以 上 か ら、本 事例 の成果 として 、授 業力 向上 シー トの質 問項 目の 工夫 に よ り、参 観 者 に対

して 、 自己 の授 業 を振 り返 り改善 す る きっ か けを与 える効 果が あ る こ とが分 か った。
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[事 例2]授 業 力向 上 シー トを活用 した指導事 例(B工 業 高校 ・定 時制課 程)

科 目名 「機 械 実習 」

単 元名 「旋盤 実習 にお け る機 械 送 りによ る外 形切 削及 び ノギス に よ る測 定 」

1目 標 設 定 に つい て

(1)学 習 指 導要 領 にお け る実 習 の 目標

・工 業 の各 専門 分野 に関す る基礎 的 な技術 を実 際 の作 業 を通 して総 合 的 に習得 させ 、技

術 革 新 に主 体的 に対応 で きる能力 と態 度 を育 て る。

(2)ア ドバ ンス トテ クニカル ハ イ ス クール 構想 にお ける本校 の位 置付 け

本校 は 、テ クニカル 型(技 術 資格取 得 タイ プ)に 属 し、工 業技術 を生 か して就 職 や進

学 を 目指 す 中学 生が入 学 レ、高度 な 資格取 得 を奨 励 し、 将来 は企 業 で 中核 とな る技 術 者

を育 成す る。

(3)学 校 経 営計 画

実験 実 習 の体 験的 学習 で知 的探 求 心を深 め させ 、学 習へ の 興味 ・関 心 を引 き 出 し、意

欲 を 高 め る指導 の工夫 を図 る。習熟度 別 学習 を充 実 させ 、き め細か い分 か る授 業 を行 い 、

工 業 技術 の 基礎基 本 を身 に付 け させ る。

(4)単 元 の 目標

・工 作機 械 で あ る旋盤 の構 造や 機 能 を知 り、正 しい取扱 いが で き るよ うにす る.

・2種 類 の材 料 の切 削状 況や 、機 械送 り時 の音 な ど、金 属 の機 械 的性 質 を理解 させ る。

・JIS(日 本 工業規格)に あ る 「ね じ」 の規 格 ・構 造 ・寸法 な どを理 解 させ る。

2評 価 の 観 点の趣 旨

関心 ・意 欲 ・態度 思考 ・判 断 技 能 ・表現 知識 ・理解

機 工業技術に関する諸問 工業技術に関する 機 械 の各分野 に関 機 械の各分野 に

械 題 に関 心 を もち 、 そ の 諸問題の解決を目 す る基 礎 的 ・基 本 的 関す る基礎 的 ・基

実 改 善 ・向 上 を 目指 して 指 して 、 広 い視 野 な知 識 と技術 を身 本的 な知識 と技

習 意欲的に取り組む とと か ら 自 ら考 え 、基 に付 け 、安全や 環 境 術 を身 に付 け、=[

も に、創 造 的 ・実践 的 礎的な知識 と技術 に配 慮 し、実 際 の仕 業 の発展 と環境

な態度を身に付けてい を活用 して適切に 事 を合理的 に計画 の調和 の とれた

る 。 判 断 し、創 意 工夫 し、 適切 に処理 す る 在 り方や 現代社

する能力を身に付 と と も に そ の 成 果 会 にお け る工業

け て い る 。 を的 確 に表 現す る。 技術 の意 義や役

割 を理解 して い

る 。
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3授 業の 配 当時 間

・2学 年 機 械実 習は 、3班 編成 で 実施 してい る。(① フ ライス盤 、②旋盤 、③CAD)

・1ロ ー テー シ ョン をおお む ね8回(8×3時 間)の 授業 数 が あ る。

・旋 盤 実 習で は、機械 送 りで の外 形切 削 、雄ね じ切 り作業 ・雌 ね じ切 り作 業 を行 って い る。

4本 時 に お け る指 導 案 と単 元 の 評 価 規 準

導
入

展

開

ま
と
め

指導内容

本時の作業工程の

説明

使用バイ ト、工具の

説明

バ イ トの 取 り付 け

機 械 送 りで の 変 換

レバ ー の セ ッテ ィ

ン グ

材料の取 り付け

外形切削

全 体 を 通 して の ま

とめ

時間

lo分

100分

20分

指導の留意点

Oテ キス ト、筆記用 具を確認 させ るe

O前 回の実習内容確認及び本時の実習内容の説明をする.

O生 徒に安全指導 を徹底する.

O国 家技能検定3級 技能士取得への意欲 を高 める。

○ バ イ トの高 さを正 確 に合 わせ させ る。 使 用 しない バ イ ト

には ゴム のホー ス をかぶ せ させ 、安 全面 に留 意 させ る。

Oテ キ ス トか ら送 りの 量 を探 させ 、 そ の数 値 どお り変 換 レ

バ ー を操 作 させ る。 送 りの方 向 を間違 えな い よ う方 向 を

決 め る レバー につい て は作業 前 に確認 させ る。

O心 が 出て い る材 料 につ い ては 、そ の部 分 を き ちん とチ ャ

ックに取 り付 け させ る。 また 、仕 上 げ切 削が 終 わ って い

る場合 はその部 分 を取 り付 けな い よ うに指 導す る。

Oテ キ ス トを読 ませ 、生 徒 自身 が どの 行程 を行 うか 確認 さ

せ る。 機械 送 りの練 習 をバ イ トと材 料 の距 離 を確 認 させ

て行 う。 ここで は生 徒 自身 が納得 す る まで練 習 させ る。

0点 合 わせ の際 、切 り込 み量 を増 や さない よ う留 意 させ

る。

切 り込み 量 を間違 えず に入れ られ る よ う、切 削油 を付 け

る場 所 を指導す る。

生徒 へ の 口頭 に よ る質問 を通 して ノギ ス測定 法の 理解 度

を確認 す る。

材 料 の残 り寸 法 を計算 させ切 り込 み 量を確 認 させ る。

O生 徒 に寸 法 どお りの切削 が で きたか 誤差 を測 定 させ 、誤

差 が 多 い場合 の原 因 につ いて考 察 させ る。

0使 用 した機 械及 び実 習工場 を清 掃 させ る。

0生 徒 に よ る授 業評価 ア ンケー トを実施す る。

O高 校 生 もの づ く りコ ンテ ス トの 問題や 作 品 を 見せ 技能 向

上へ の意 欲 を高め る。

楽 実習中は実習場内を巡回し生徒のケガの有無の確認及び工作機械の不具合の確認を行 う。
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【単元の評価規準】

到達 目標 関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 技能 ・表現 知職 ・理解

旋盤作業の基 工作機械 を取 り扱 う基本 工作機械 を取 り 工作機械 を取 り 加工す る製 品の
旋
本操作として 及び基礎の操作方法や作 扱 う基本及 び基 扱 う基本及び基 基礎的な知識 を

盤
正常な運転状 業 内容 な どを理解 し、実 横の操作方法や 礎 の操作方怯で 理 解 して い る、

作
態及び安全作 践的な技術者 として向上 作業内容 な どに ある旋盤の操作 工具や器具 を用

業
業 を 習 得 す 心 を持 ち、意徴的に学ぶ 関心 を もち 、創 方法 を理 解 し、 いた加 工及 び機

の
る 。 姿勢 を身 に付 けてい る。 意工夫 をす る能 実践的な技術者 械の操作 を理解

導
カ を 高 め 、安 全

●

と して向 上 心 を して い る 。
入

作 業 にっ い ての も っ 。

判断力を もっ。

バイ トの取 り バイ トの種 類や用途 にっ バ イ トの性 能 な バ イ トの 高 さを バ イ トや 旋 盤 工

付けが正磯に いて基礎的な知識や取り どを確 認 し、取 セ ン タの 高 さに 具 に つ い て 基 礎

できるか. 援い方 を習 得 してい る。 り付 け る方 向や 合わせ られる技 的 な知 議 や 、 取

雄 また 、取 り付 ける場所や 場 所 な ど を 考 術 を習 得 してい り扱 い方 を理解

ね 取 り付け方法などに関心 え 、 工 夫 して い る 。 して い る。

じ をもち、作 業の安全 と能 るか。

切 串 を考 えてい るか.

り

用
機 械送 りでの 手送 り と機械 送 りでの切 切 り粉 の 違 い か 機械送 りの始動 切 削 油 ・切 り込

段
送 り変 換 レバ 削条件の違いに興味関心

■

ら切削条件の違 と停止が適切 に みな どの基礎 的

突
一の合 わせ方

を もて る。 い を 考 え ら れ 行 え る。 な知職 や量 を理

き
が習得できて る。 仕 上 げ 面 の 解 してい るか6

丸
い る 。 違 い につ い て 考

棒
え られ る。

製 ノギ スによ る 測定器具の使い方や測定 ノギ スの 性 能 を ノ ギ スの 測定 値 ノギ ス につ い て

作 測定方法の習 方法を機械に合わせて工 確語 し、 測 定 中 を最小寸法で読 正砲 な寸法計測

得 。 夫 して い る。 の体の向 きや場 み 取 り、誤 差 な カ{行 える知 餓 を

安全 と能 率 を考 えてい 所 な どを考 え、 どが な い よ うに も って い る。

る 。 工夫でき る。 測定できる。

5結 果 と考 察

授 業 力向 上 シー トの結 果 を もとに授 業後 の意 見交 換 を実 施 した ところ、授 業 に対 して疑 問

を感 じてい る教 員が 多 い こ とに気付 か され た。

これ まで は、過 去 の指導 経験 を よ りどころ として 、多 くの教 員 が教 員 主導 に よる授 業 を展

開 して きた よ うであ る。 しか し、授 業力 向上 シー トを活 用 した授業研 究 を通 して 機械 科や 電

気 科 、普 通科 な ど、 専 門性 の異 な る教員が 学科や 科 目を越 えて1つ の授 業 にっ いて 協議 を深

め 、 自分 の授 業 の振 り返 りがで きた ことで 、 より分 か りや す い授業 に向 けた工夫 改 善の 必 要

性 に つい て 、多 くの教 員 が感 じる よ うにな って きた。

更 に、意 見 交換 を深 める ため に実施 した研 究 協議 で は、本 校 の役割 で あるテ クニ カル型 工

業 高校 の 目指 す 資格 取得者 を増や す 取組 を授業改 善 の 中軸 に据 えて話合 い が進 め られ 、資 格

取 得 に必 要 な学力 を生徒 に身 に付 け させ る とい う共 通 の 目標 を持 つ こ とが で きた。

今 後 は 、 この よ うな取組 を通 し、教 科間 の連携 な どを通 した組織 的 な指 導に発 展 させ て 行

き たい 。
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V研 究 の 成 果 と今 後 の 課 題

1研 究 の 成果

授 業 後 に実施 され て きた これ ま での研 究 協議 の内容 は 、単 な る参観 教 員 の感 想で 終 わ る こ

とが多 か った が 、授 業力 向上 シー ト(図1)を 用 い る こ とで 、参観 教 員 の授 業 に対 す る課題

意識 を瞬 時 に把握 で き るため 、多 くの参観 教員 が課 題 と感 じた項 目に焦 点を絞 り、 十分 な意

見 交換 が で き る よ うにな った 。

事例1に 示 すA工 業高校 の 実践 で は 、参観教 員の 多 くが課題 と感 じた 、r理解 度 を確 認 しな

が ら話 を進 めた か」 とい う項 目に焦 点 を絞 り時間 をか けて協 議 を深 め るこ とが で きた。

協議 の 中で、 参観教 員 は授 業者 に対 して指導 方法 の改 善提案 を積 極 的 に行い 、授 業 者 は 、

改 善提案 を真 しに受 け止 め 、次 の授 業 に反映 させて い る。

事例2に 示 すB工 業高校 の実践 で は 、授 業力 向上 シー トの集 計結 果 か ら 「理 解 度 を確認 し

な が ら話 を進 めた か」、 「習得 すべ き知識 ・ス キル に見合 っ た内容 で あ ったかJと い う項 目に

焦 点化 して協議 を行 い 、参観 教員 か ら様 々な 改善提案 を受 けた授 業者 は 、授業 力 向上 を 目指

し継 続 的 に授業 を見せ合 う研 修 に取 り組 んで い る。 本校 で は、授 業 を見せ 合 う雰 囲気 が 教 員

間 に広 が り、組 織的 な取 組 に展 開 しつつ あ る。

以上 か ら、以 下 に成果2点 を示 す。

(1)授 業力 向上 シー トは 、教 科 ・科 目に関係 な く教 員の 相互研 鐘 に十 分活 用で き る。

(2)教 員 は、学校 経 営計 画 に示 され た 目標 を指 導案 等 に明確 に位置 付 け 、常 に意識 して授 業

準備 に 当た るこ とが 、教 員の 相互研 鎖 に よる具体的 目標 の 明確化 とい う意味で 効果 が あ る。

言 い換 えれ ば、学校 経 営的 な視 点 で授 業 を組 立て 準備 し展 開す る こ とがで き る よ うにな っ

た。 しか し、経 営 目標 へ の達成 度 を競い 合 う教員 の相互研 銀 まで には 至 ってい な い。 この こ

とが今 後 の 到達 目標 であ る、

2今 後 の課 題

本 研 究 の最 終 的 な 目標 は、 教員 が学 科 の垣根 を越 えて授 業 を見せ 合 う中で、 高度 な専 門的

知 識や 技 能 ・技術 を教員 が 自ら身 に付 け、工 業科 に学ぶ 多様 な生徒 に対 して 、分 か る授 業 を

提 供 し、確 か な学力 を身 に付 け させ る指 導が でき る教員 を育 成す るこ とであ る.

本 研 究 で作 成 した授 業 力 向上 シー トは、教員 が互 いに授 業 を見せ 合 い 、その 後 の研 究 協議

を深 あ る際 に、授 業に共 通す る観 点 を示 した もので あ る。

したが って、 この シー トを単 に活 用す れ ば授 業が 改善 され る とい うものでは な い。 この シ

ー トを よ りどころ として 教員 が相 互研鎖 す る雰 囲気 を醸 成 し、指導 体 制 を組 織化 してい くこ

とが必 要 で あ り、課題 で あ る。

結 び に 、各工 業高校 の校 長 、副校 長 先生 に は、本研 究 の成 果 を 自校 の校 内研 修等 で御 活 用

い た だ き 、授 業 を通 して 生徒 に 自信 を持 たせ る こ とがで き る教員 を、 一人 で も多 く育 て て く

だ さい ます よ うお願 い します、
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